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京都花山天文台の将来を考える会令和３年度総会 

 

日時：令和 3年 6月 20日（日）13時 30分～14時 

場所：京都大学理学部４号館（インターネット使った会議システム） 

 

議事 

１．（一財）花山宇宙文化財団役員等の変更 

２．令和２年度業報告書 

３．クラウドファンディングの実施結果 

４．花山天文台付近バス停新設の件 

５．令和３年度事業計画 

 

 

 

 

以上 
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京都花山天文台の将来を考える会 令和 3年度 総会 

議事１ 

(一財)花山宇宙文化財団役員等の変更 

１．理事 

 理事は本年６月の定時評議員会（６月８日）をもって任期満了となった。財団発足して３

年目に入るが、引続き天文台を取り巻く環境は厳しく、財団の経営課題も多く抱えている。 

 このような状況の中、同日開催の定時評議員会にて現理事を再任し、次期理事に就任して

いただいた。 

 

位髙光司：株式会社 KI経営研究所代表取締役、京都経営者協会元会長    （再任）           

尾池和夫：静岡県公立大学法人静岡県立大学学長              （再任） 

岡村 勝：株式会社ヒーロー 代表取締役                 （再任） 

荻野 司：合同会社ゼロワン研究所 代表                 （再任） 

北川聡一：株式会社文化工学研究所 専務取締役              （再任） 

柴田一成：京都大学名誉教授、前京都大学理学研究科附属天文台長      （再任） 

西 亨 ：株式会社阪南コーポレーション 執行役員・副社長        （再任） 

野上大作：京都大学准教授                        （再任） 

松田和典：Ｍ・Ｇマーケティング研究所所長                （再任） 

 

任期は２年間、令和５年度定時評議員会（令和５年６月予定）までとする。 

 

２．理事長 

前理事長の尾池先生が、今年４月１日に静岡県公立大学法人静岡県立大学の理事長・学長

に就任され、当財団の理事長を６月８日に退任された。同日に臨時理事会を開催し、後任の

理事長には柴田先生に就任いただいた。 

 

３．常務理事・事務局長 

 同じく臨時理事会にて、常務理事には西理事が留任、事務局長には石井さんが留任するこ

ととなった。 

 

４．特別参与・参与 

長尾先生には特別参与にご就任いただいていましたが、先日ご逝去されました。生前のご

尽力に感謝申し上げるとともに、謹んでご冥福をお祈りいたします。 

なお、特別参与には、山極壽一先生(総合地球環境学研究所所長、前京都大学総長)に就任い

ただくことになりました。 
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京都花山天文台の将来を考える会 令和３年度 総会 

議事 2 

令和２年度 事 業 報 告 

（令和 2年(2020年)4月 1日 ～ 令和 3年(2021年)3月 31日） 

 

Ⅰ．概況 

当法人は、任意団体「京都花山天文台の将来を考える会」を前身に、株式会社タダノ（代

表取締役社長多田野宏一）を設立者として、平成 31 年 4 月 1 日に「一般財団法人花山宇宙

文化財団」として設立された。当法人の目的は、宇宙と自然に関する学術、研究、教育及

び生涯教育の普及に寄与することとし、その目的に資するため、次の事業を行う。 

 

（１）天文台、望遠鏡及びその歴史的資料に関する研究、開発及び技術情報の提供   

（２）研究会、講演会、教育研修、講座、セミナー、各種イベント等当法人の目的に資す

る企画の運営、開催及び講師派遣  

（３）ベンチャー企業に対する技術情報等の提供及び各種支援  

（４）インキュベーション施設、四次元宇宙シアター、プラネタリウム及び各種 研究施設

の企画、賃貸、管理及び運営  

（５）出版物、印刷物及びウェブサイトの企画、制作、発行及び販売  

（６）各種情報の収集、分析、処理及び提供  

（７）宿泊施設、駐車施設及び飲食店の企画、管理及び運営  

（８）物品販売業  

（９）その他当法人の目的を達成するために必要な事業 

 

設立初年度は、将来を考える会の事業と財産を引き継ぐとともに、法人としての基盤を

整えるべく、体制の構築や諸規則の整備等を推進した。設立２年目に入り順調な事業計画

を作成したが、京都大学の新型コロナ感染拡大防止対策に準拠し、大きく計画変更をせざ

るを得なくなり、10 月 29 日開催の第２回理事会において事業計画の変更が承認された。 

 

具体的事業については、講演会を 11 月 8 日に「花山天文台の将来を考える会」総会に合

わせてオンラインで開催、毎年好評の金曜天文講話をオンラインで会員限定トライアルを

３回実施した上で 10回開催、今年度より土日一般公開を見学会・観望会として計画したが、

11 月に、土日公開の 3 回、観望会 1 回の実施にとどまった。刊行物として、会報２冊に加

え、好評を博していた京都新聞題字下コラム「星をみつめて」を京都新聞出版センターの

協力を得て 12 月に単行本として発行した。 
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また、例年花山天文台で実施している音楽家喜多郎氏による花山天文台応援コンサート

は、今年度は中止とし、これまでを振り返り将来へのメッセージとなる内容のオンライン

発信を実施した。 

 

新規事業としては、花山天文台応援クラウドファンディングを国内及び海外で実施する

とともに、公共交通機関での花山天文台へのアクセスが便利となるよう東山ドライブウェ

イ上にバス停を設置する計画を推進した。 

 

Ⅱ．実施事業の概要 

１．講演会（「花山天文台の将来を考える会」総会に合わせて開催） 

開催日 令和 2年 11月 8日     参加者 約 100名 

会 場 オンライン開催 

講演テーマ・講演者 

「太陽・宇宙電磁流体プラズマ現象の研究と私」柴田一成（京都大学名誉教授） 

 

２．金曜天文講話      

第 1回～第 6回中止 

第７回～第 16回オンライン開催 

   開催日 講演テーマ 講師 参加者 

第 7回 8月 21 日 宇宙線の謎 川中宣太 65名 

第 8回 8月 28 日 明月記と超新星 柴田一成 87名 

第 9回 10月 23日 歴史文献から探る過去の太陽活動 磯部洋明 83名 

第 10回 11月 6日 拡がる太陽系-はやぶさ 2ﾈｵﾜｲｽﾞ彗星 有松亘 46名 

第 11回 11月 20日 赤外線で見る銀河の真ん中 長田哲也 53名 

第 12回 12月 4日 宇宙の果の銀河を探すっ 太田耕司 41名 

第 13回 12月 18日 せいめい望遠鏡で見るﾌﾞﾗｯｸﾎｰﾙ活動 野上大作 43名 

第 14回 1月 15 日 ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝの夢：重力の謎とひも理論 杉本茂樹 63名 

第 15回 1月 29 日 宇宙最大の爆発・ガンマ線バースト 川中宣太 71名 

第 16回 2月 12 日 太陽フレアと生命・人間への影響 柴田一成 65名 

会員限定オンライントライアル 

第 1回 6月 26日 生命を宿す惑星の条件          佐々木貴教  約 60名 

第 2回 7月 10日 太陽活動を地球             浅井歩    約 50名 

第 3回 7月 31日 せいめい望遠鏡で見る恒星スーパーフレア 野上大作   約 50名 

 

３．花山天文台土日一般公開 

 ５月から、土曜日と日曜日の昼に一般公開を始め、5～12月には月１回、土曜日の夜に星
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空観望会も従来の基金観望会として実施することとしていたが、ほとんど中止することと

し、土日公開については、11月 14日(土)15日(日)29日(日)の 3回、観望会については、

と 11月 21日(土)の 1 回の実施にとどまった。 

 

４．刊行物 

１） 会報 

第 5号 発行日 令和 2年 4月 15日       部 数 1000部 

第 6号 発行日 令和 2年 9月 30日       部 数 1000部 

２）京都新聞・連載コラムへの寄稿（京都花山天文台から「星を見つめて」）及び出版 

コラム記事（日刊）354回掲載（令和元年 5月 1日～令和 2年 4月 30日） 

拡大版記事（月 2回）24回掲載（令和元年 5月～令和 2年 4月） 

単行本 「星をみつめて 京都花山天文台から」2020年 12月 14日京都新聞出

版センターより 

 

５．物 販 

１）直接販売 

イベントがほとんど中止になり、ほぼ実施できなかった。 

２）委託販売 

下記法人と委託販売契約を結び販売を継続中。 

① 学校法人京都精華大学・京都国際マンガミュージアム 

② （株）アクティブケイ・京都大学博物館ショップ“ミュゼップ” 

 

６．クラウドファンディング 

 花山天文台を天文・宇宙教育の拠点として次世代に残していくために、花山天文台支援

のためのクラウドファンディングを実施した。 

１）国内版 7月 28日～10月 27日 6,227,000円(手数料除いて 4,978,960円) 

２）海外版 11月 24 日～1月 23日 1,376,611円(手数料除いて 1,245,827円) 

 

７．バス停新設の検討 

現在、公共交通機関による花山天文台へのアクセスについては、京阪バス将軍塚バス停

から徒歩 30 分程度を要する状況である。東山ドライブウェイ上にバス停を新設することに

より、徒歩 10 分程度でアクセスが可能となる。隣接地の阿含宗や京阪バスの協力を得て、

行政（京都市東部土木事務所、道路明示課、風致保全課、山科警察）と協議を進めてきた。 
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Ⅲ．評議員および役員等に関する事項（令和 3年 3月 31日現在） 

 

評議員・理事・監事・事務局長 

役職 氏名 肩書 就任年月日 

評議員 稲盛豊実 公益財団法人 稲盛財団  

元 専務理事 

平成 31年 4月 1日 

評議員 佐藤文隆 京都大学 名誉教授 平成 31年 4月 1日 

評議員(設立者) 多田野宏一 株式会社 タダノ  

代表取締役社長 

平成 31年 4月 1日 

評議員 長田哲也 京都大学 教授 平成 31年 4月 1日 

評議員 藤原洋 株式会社 ブロードバンド

タワー 代表取締役会長兼

社長 CEO 

平成 31年 4月 1日 

評議員 松本紘 国立研究開発法人  

理化学研究所 理事長、  

公益財団法人  

国際高等研究所 所長、 

京都大学 前総長 

平成 31年 4月 1日 

評議員 村山昇作 株式会社 iPSポータル  

代表取締役会長、 

一般社団法人 天体望遠鏡

博物館 代表理事 

平成 31年 4月 1日 

評議員 冷泉為人 公益財団法人  

冷泉家時雨亭文庫 理事長、

京都美術工芸大学 前学長 

平成 31年 4月 1日 

理事長(代表理

事) 

尾池和夫 京都芸術大学 学長、 

京都大学 元総長 

平成 31年 4月 1日 

常務理事(業務執

行理事) 

西亨 株式会社 阪南コーポレー

ション 執行役員副社長 

平成 31年 4月 1日 

理事 位髙光司 株式会社 KI経営研究所  

代表取締役、 

京都経営者協会 元会長、 

日新電機株式会社 元会長 

平成 31年 4月 1日 

理事 岡村勝 株式会社 ヒーロー  

代表取締役 

平成 31年 4月 1日 
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理事 荻野司 合同会社 ゼロワン研究所 

代表 

平成 31年 4月 1日 

理事 北川聡一 株式会社 文化工学研究所 

専務取締役、 

平成 31年 4月 1日 

理事 柴田一成 京都大学 名誉教授 平成 31年 4月 1日 

理事 野上大作 京都大学 准教授 平成 31年 4月 1日 

理事 松田和典 M・Gマーケティング研究所 

所長 

平成 31年 4月 1日 

監事 向井苑生 京都情報大学院大学 教授 令和元年 11月 25日 

監事 吉田晴夫 住友銀行  

元四国法人部次長 

平成 31年 4月 1日 

事務局長 石井貴子 京都大学研究員 平成 31年 4月 1日 

 

 

参与 

役職 氏名 肩書 就任年月日 

特別参与 長尾真 京都大学 元総長 平成 31年 4月 1日 

参与 大野照文 三重県立博物館館長、 

京都大学名誉教授 

平成 31年 4月 1日 

参与 岡崎甚幸 武庫川女子大学教授、 

京都大学名誉教授 

平成 31年 4月 1日 

参与 小崎哲哉 京都芸術大学大学院教授 平成 31年 4月 1日 

参与 喜多郎 音楽家 平成 31年 4月 1日 

参与 小山勝二 京都大学名誉教授 平成 31年 4月 1日 

参与 笹岡隆甫 未生流笹岡家元 平成 31年 4月 1日 

参与 鈴鹿可奈子 株式会社 聖護院八ッ橋総

本店 専務取締役 

平成 31年 4月 1日 

参与 竹宮惠子 漫画家、 

元京都精華大学学長 

平成 31年 4月 1日 

参与 田原博明 京都府人事委員会委員長、

元京都府教育委員会教育長 

平成 31年 4月 1日 

参与 津田真 株式会社丹青社 チーフプ

ランニングディレクター 

平成 31年 4月 1日 

参与 西靖雄 弁護士(花山宇宙文化財団

顧問弁護士) 

令和 2年 2月 25日 
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参与 長谷川和子 株式会社  

ケイアソシエイツ代表 

平成 31年 4月 1日 

参与 長谷川靖子 京都コンピュータ学院 

学院長 

平成 31年 4月 1日 

参与 丸川修 京都府立図書館館長 平成 31年 4月 1日 

参与 山崎直子 宇宙飛行士 平成 31年 4月 1日 

参与 わたなべ邦子 京都府議会議員 平成 31年 4月 1日 

 

Ⅳ．職員に関する事項（令和 3年 3月 31日現在） 

事務局長 1名、(雇用関係にある)事務局員 4名。 

 

Ⅴ．会議・会合 

１．評議員会・理事会 

１）令和２年度第１回理事会 

開催日 令和 2年 6月 8日全員同意による「決議の省略」（書面によるみなし決議） 

    令和 2年 5月 26日「報告の省略」（書面によるみなし報告） 

第１号議案 令和元年度事業報告及び収支決算書の承認を求める件 

第２号議案 令和２年度第１回評議員会の招集について 

報告１．令和２年度事業計画の状況について 

報告２．職務執行状況の報告 

２）令和２年度第 1回評議員会 

開催日 令和 2年 6月 19日全員同意による「決議の省略」（書面によるみなし決議） 

第１号議案 令和元年度事業報告及び収支決算書の承認を求める件 

報告１．令和元年度第 3 回理事会報告 

報告２．令和 2 年度第 1 回理事会報告 

３）令和２年度臨時理事会 

開催日 令和 2年 7月 29日（全員同意による決議の省略（書面によるみなし決議）） 

第１号議案 令和 2年度臨時評議員会の招集について（定款変更のための） 

４）令和２年度臨時評議員会 

開催日 令和 2年 8月 21日（全員同意による決議の省略（書面によるみなし決議）） 

第１号議案 定款の変更の承認（財団名英文表記の追記、理事会議事録署名人の変更、理

事会・評議員会に遠隔地からの参加と議決権行使を可能とする項目を追加） 

５）令和２年度第２回理事会 

開催日 令和 2年 10月 29日 出席理事 8名 監事 2名 

会 場 京都大学理学部 4号館 104号室（遠隔地からの参加） 

第１号議案 令和 2年度事業計画書・正味財産計算書（予算）の変更の承認を求める件 
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報告１ 花山天文台付近バス停新設の件 

報告２ 職務執行状況の報告（令和２年度第１回） 

報告３ その他（クラウドファンディング、花山天文台応援：喜多郎さんとふりかえる～

宇宙と音楽の対話～、「星をみつめて」の発行、京都葵ライオンズクラブからの天

文台支援について） 

６）令和２年度第３回理事会 

開催日 令和 3年 3月 11日 出席理事 9名 監事 2名 

会 場 京都大学理学部 4号館 104号室（遠隔地からの参加） 

第１号議案 令和３年度事業計画書・正味財産増減計算書(予算)の承認を求める件 

報告１ 花山天文台クラウドファンディング実施結果 

報告２ 花山天文台付近バス停新設の件 

報告３ 職務執行状況の報告（令和２年度第２回） 

報告４ その他（「星をみつめて」の出版、「うちゅうぼん」の制作、京大天文台基金報告

書） 

 

２．令和２年度京都花山天文台の将来を考える会・総会 

開催日：令和２年 11 月 8 日（日）13 時 30 分～13 時 50 分 

場 所：オンライン開催 出席会員約 40 名 

議案１．令和元年度事業報告 

議案２．令和２年度事業計画（変更後） 

報告１ 花山天文台付近バス停新設の件 

 

３．令和２年度参与会 

日時：令和２年 11 月 8 日（日）13 時～13 時 30 分 

場所：京都大学理学部４号館（遠隔会議方式） 

議案１．令和元年度事業報告及び収支決算書 

議案２．令和２年度事業計画書・正味財産増減計算書（変更後） 

報告１ 花山天文台付近バス停新設の件 

 

Ⅵ．会員に関する状況（令和 3年 2月 10日現在） 

賛助会員 21名、一般会員 240名。 

 

Ⅶ．その他報告事項 

１．登記事項 

主たる事務所 京都市左京区吉田河原町１４番地公益財団法人京都技術科学センター内Ｂ

２２号室 令和 2年 4月 1日移転、令和 2年 4月 1日登記 
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２．定款変更 

(1)（名称）第 1条 

「英文名 Kwasan Astro-Culture Foundation」を追加 

(2)（評議員会決議）第 21条 

「3.一部の評議員が遠隔地に所在する等の事情により、評議員会開催場所に赴くこと 

ができない場合、電話会議等の形で各評議員の音声がお互いに即時に伝わり、適時的

確な意見表明ができる場合には、この評議員は有効な議決権を行使できる。」を追加 

(3)（理事会決議）第 36条 

「3.一部の評議員が遠隔地に所在する等の事情により、理事会開催場所に赴くことが 

できない場合、電話会議等の形で各理事の音声がお互いに即時に伝わり、適時的確な

意見表明ができる場合には、この理事は有効な議決権を行使できる。」を追加 

(4)（理事会議事録）第 39条 

議事録の署名について出席した理事を理事長に変更し「出席した理事長及び監事は、 

これに署名または記名押印する」とする。 
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（附属明細書の作成について） 

  

   令和２年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」   

第 34条第 3項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しな

いので作成しない。 

 

 

令和 3 年 5 月 

一般財団法人 花山宇宙文化財団 
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京都花山天文台の将来を考える会 令和 3 年度 総会 

議事 3   花山天文台支援のためのクラウドファンディング 実施結果 

国内版 

・クラウドファンディングの名称、種類 

   花山天文台応援クラウドファンディング「91 年の歴史を持つ京都大学花山天文台を 

次世代の天文・宇宙文化教育の拠点にしたい」 

プラットフォーム： THE KYOTO crowdfunding 

種類： 実行確約（All in）型 

（目標金額に到達しない場合でもプロジェクトの実施及び商品の提供が行われる。） 

・目的 

 京都大学花山天文台の運営支援・アウトリーチ活動支援 

・リターン返送に関わる費用をのぞいて集まった資金の使い道 

花山天文台見学のための展示、バス停留所などの整備 

資金の一部を、飛騨・岡山天文台の活動にも寄附 

高齢者・子どもたちが参加しやすい天文台見学コースの整備・安全対策 

（手すりの設置、危険な段差の解消） 

オンラインイベント充実のための人件費の確保 

望遠鏡などの修理・整備 

・目標金額 

 300 万、第 2 目標 600 万 

・期間 

 2020 年 7 月 28 日から 10 月 27 日 

・集まった金額           6,227,000 円  

 

・収入 

手数料(20%)等を引いた実収入金額  4,978,960 円 

特別販売分                          64,000 円 

合計  5,042,960 円 

・支出 (概数) 

郵送料(人件費込み)35 万 

グッズ（クリアファイル・えはがき・マグカップ）35 万 

書籍（うちゅうぼん、星をみつめて）40 万 

電子化費用等 30 万 

案内看板および本館展示 35 万 

天文台基金へ寄附 330 万 

合計 505 万円 
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国際版 

・クラウドファンディングの名称、種類 

   Establishing Kwasan Astro-Culture Center 

to preserve the 91-year history of Kwasan Observatory of Kyoto University 

プラットフォーム： kickstarter 

種類： 目標達成（All or Nothing）型 

（目標金額に到達した場合のみ、プロジェクトの実施及び商品の提供が行われる。） 

・目的 

 京都大学花山天文台の運営支援・アウトリーチ活動支援 

・リターン返送に関わる費用をのぞいて集まった資金の使い道 

 うちゅうぼん製作、 

 展示、アコモデーション、案内の整備、飛騨・岡山天文台支援 

・目標金額 

 100 万 

・期間 

 2020 年 11 月 24 日から 2021 年 1 月 23 日 

・集まった金額 

総額 1,376,611 円 

 

・収入 

手数料(9.8%)を引いた実収入金額 1,245,827 円  

・支出(概数) 

天文台基金へ寄附 85 万 

うちゅうぼん英訳 5.5 万 

送料と発送作業人件費 4.5 万 

繰越(うちゅうぼん(英語版)作成費) 30 万(税引き前) 

合計 125 万円 
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京都花山天文台の将来を考える会 令和 3年度 総会 

議事４        花山天文台付近バス停新設の件 

 現在、公共交通機関による花山天文台へのアクセスについては、京阪バス将軍塚バス停

から徒歩３０分程度を要する状況である。東山ドライブウェイ上にバス停を新設すること

により、徒歩１０分程度でアクセスが可能となる。かねてより、隣接地の阿含宗や京阪バ

スの協力を得て、行政（京都市東部土木事務所、道路明示課、風致保全課、山科警察等）

と協議を進めている。 

主な課題は３点。 

１．バス乗降時の安全確保のため、道路の段差解消が必要。 

２．バス停設置にあたり、当該箇所の境界を確定の上、道路明示が必要。 

３．区画線の変更（ゼブラゾーン、外側線等）について公安委員会の審査が必要。 

〇主な協議状況は次のとおり。 

・東部土木事務所と協議(R2.10/15)→道路際 L字街渠に縞鋼板を設置する案は不可、Ｕ字側

溝に蓋をする案で検討のこと。 

・山科警察と協議(R2.11/11)→Ｕ字溝に蓋を設置してフラットにする案を推奨、センターラ

イン移設について府警本部と協議→不要との連絡あり。 

・阿含宗と協議(R3.1/22)→道路明示について阿含宗から道路明示課に申請済み、５～７月

頃確定予定。 

・東部土木事務所と道路工事、Ｕ字溝グレーティング蓋案にて協議(R3.2/3) 

・2/25土木事務所より回答、Ｕ字溝コンクリート蓋とグレーティング蓋併用案の提示。 

・コスト削減を考慮して、工事区間の短縮や既製品の使用も含めて再設計。東部土木事務

所と再協議（2/25）→了解の回答、同時に警察協議用図面作成依頼 

・京阪バスと施工業者、費用負担方法について協議(3/4)→京阪バスが施工業者に発注、費

用については財団が京阪バスに支払う。 

・区画線の変更（ゼブラゾーン、外側線等）について警察協議結果を踏まえて図面作成（5/10）。 

・道路明示の確定、および区画線変更計画の公安委員会審査完了後、速やかに道路法第 24

条道路工事施行承認の申請、工事実施（約１ヶ月）、完了検査。 

・バス停の道路法第 32条占用申請。 

・バスのダイヤ改正（９月目途）に合わせてバス停設置。ただし、公安委員会審査が遅れ

れば間に合わない可能性有り。 

 

参考資料 

・バス停設置箇所付近写真 

 



東山ドライブウェイ
バス停設置個所
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京都花山天文台の将来を考える会 令和 3年度 総会 

議事 5 

（花山宇宙文化財団 R2年度第 3回理事会にて承認済） 

令和 3年度 事 業 計 画 

令和 3年(2021年) 4月 1日 ～ 令和 4年(2022年) 3月 31日 

Ⅰ.基本方針 

設立３年目に入り、財団の運営基盤は固まってきた。新型コロナ感染対策等によ

り事業計画に大きな変更が生じてきている。そのような中、更に発展させると共に、

将来的には地域住民や観光客の方々が自由に訪れて、天文・宇宙の世界に触れるこ

とができる花山天文台の実現を目指していく。そのために次のような目標を設定し、

実現を図っていく。  

短期的目標（1～3年）  

(1) 小中高校見学・実習を毎日受け入れ可能な体制を実現する。  

(2) 天体観望会や講演会、勉強会やワークショップ、芸術･文化系イベントを開

催する。 

(3) 海外からを含む観光客を引きつける新たな魅力となる。  

(4) 上記を達成するため 100人収容可能な講演室と資料室を建設する。 

長期的目標（4～10年） 

(1) 宇宙科学館(天地人ミュージアム[案])の設置を目指す。  

(2) 花山天文台の文化とも融合できるような、先端的ものづくりをテーマに 

したイノベーションセンター計画を考えている。 

(3) 星空観察会や野外コンサートなどの各種イベントが開催できる多目的広場 

の設置も考える。  

 

Ⅱ.事業計画 

１）会議・講演会 

① 定例の評議員会を 6月に開催する。 

② 定例の理事会を 5月、11月、3月に開催する。 

③ 臨時の評議員会・理事会を必要に応じて開催する。 

④ 参与会を秋ごろに天文台イベントに合わせて開催する。 

⑤ 講演会を「花山天文台の将来を考える会」総会に合せて開催する(6月予定)。 

なお、開催方式は、新型コロナ感染対策状況を鑑みてオンライン開催を主体とする。 

 

２）金曜天文講話 

最新の天文学を天文学者が一般の人を対象に分かり易く講義する。4年間に亘り開

催し、毎年好評を博してきており、継続の希望が多く、メイン事業となりつつある。
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5月から来年 1月まで、16回の開催を計画する。 

前期：8回 

後期：8回 

場所 Zoomによるオンライン開催 

なお、新型コロナ感染対策状況により、キャンパスプラザ京都での開催も検討する。 

  

３）会 報 

京都花山天文台の将来を考える会の会報として既に 7回発行したが、同じ体裁で年

2回の編集・発行を行い、情報発信に努める。 

発行時期 4月、10月 

内容   A4判、カラー、16頁、1000部程度 

 

４）花山天文台土日公開 

 新型コロナ感染対策を実施したうえで、事前申込限定で、土曜日と日曜日の昼に公

開を実施する。また、月に 1回、土曜日の夜に星空観望会も従来の基金観望会として

実施する。なお、新型コロナ感染対策状況により開催の可否を検討する。 

 

５）花山天文台応援野外コンサート 

 世界的な音楽家である喜多郎氏を招いて花山天文台応援野外コンサートを実施す

る。なお、新型コロナ感染対策状況により開催の可否・方法を検討する。 

 開催日 10月 16日(土) 

 場所  花山天文台 

 

６）天文台グッズの販売 

引き続き運営のサポート手段と位置付けてグッズの販売を継続する。対面での販売

機会が激減していることから、通信販売の促進について検討する。 

 

７）天文台関連イベント 

天体観望会や講演会を花山天文台・宇宙落語会等と協力して適宜計画し、開催する。 

 

８）バス停の設置 

花山天文台への公共交通機関によるアクセスの利便性を高めるため、京阪バス等関

係箇所と協議して、バス停を秋ごろに設置する。 

 

９）資金集め 

昨年度はクラウドファンディングを実施したが、ファンドレイジング等の検討を実

施する。 

 

以上 





2020年8月6日 朝日新聞






